　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
九山に出た運動部の皆さんお疲れ様でした！九山のなかった皆さんは天気の良かったＧＷをどんなふうに過ごされたでしょうか？九山のなかった部長は久しぶりに関西の実家に帰って、鍼灸を勉強している友だちに会ってきました。日本の医療の中心は私たちが勉強している西洋医学ですが、彼と話していて代替医療には代替医療の強みがあることを改めて感じている次第です。西洋医学が最良のものという考え方は固すぎる気さえしました。お互いに協力しあえたらベストなのになぁ・・・
　さて皆さんそれぞれの部活にもぼちぼち新入部員が入ってくれているころと思いますが、国保も5／22のお昼あたりに1年生向けの説明会＆タイ行きメンバー募集のための説明会をすることにしました。タイ行きに関しては、森野加帆里ちゃんの方からまた連絡があると思いますので積極的に参加してみましょう（＾＾
　また今回の『こくほ便り』には3月より新しく国保の顧問をお引き受けくださった産業生態科学研究所・環境疫学教室の高橋謙先生より私たちへのメッセージをいただきました。国際保健に造詣深くいらっしゃる高橋先生から、今後国保も大いに学べることがあるはず！♪

5／11（日）　鹿児島大学国際保健サークルKINDS×jaih-s　　国際協力ワークショップ～誰にでもわかる国際保健～
「第10回：紛争の中で　～患者も医療者も病院も国も貧しい中で…～」
5／22（木）　1年生向けこくほ説明会＆タイ行きメンバー募集の説明会（昼休み）
5／31（土）～6／1（日）九重合宿


　　　～タイへのいざない～

１年生の時、先輩から誘われ、楽しそうという理由だけで何もわからないままexchange programに参加することにしました。タイの学生はとても温かく迎えてくれ、ほとんど英語がしゃべれない私にもわかるように丁寧に説明をしてくれました。タイでは国立病院、私立病院、診療所、孤児院などの見学をしました。タイは貧富の差があることもあり、お金のある人しか高度な医療を受けられないという現実がありました。廊下には壁がなく、クーラーのない病室、隣の患者との間にはカーテンもない病室が普通にありました。当時は、日本の医療はタイに比べて優れている、ただそれだけを感じました。しかし、それから３年経ち、国にはそれぞれ文化があり、その国のやり方があるのだから、ただ日本の医療が優れているというのは違うと考えれるようになりました。

是非、低学年のうちにタイに行くことをお勧めします！絶対、今まで見えなかった世界があるはず。
こくほ副部長　医4年　柴田美佳




IFMSA、AMSAって皆さんご存知ですか？？これらの団体のスタッフは皆バイタリティーにあふれ、医療についても意識の高い人たちがたくさんいます。「部活忙しいし・・・」「英語しゃべれないし・・・」という理由だけで諦めてたらもったいない！！スタッフまでしなくても行事に参加するだけでもとてもいい刺激を受けることができて、勉強のモチベーションも上がります（＾＾。英語が苦手でも国内のイベントも結構あります。

AMSAのスタッフを経験されたことのある熊田待子先輩（医6年）にAMSAの魅力を、そしてIFMSA-JのスタッフもしつつAMSAの行事にも積極的に参加している丹下智草ちゃん（医3年）にIFMSAとAMSAがそれぞれどんな団体なのか聞きました☆



こくほ便り　　  vol.２　2008年5月9日








☆学外団体紹介





☆タイ行きメンバー募集始まります！





漢方医学研究会のお知らせ


近年の漢方医学の重要性の高まりを受け、産業医科大学にも漢方医学研究会を設立しようと思います。漢方を中心に東洋医学を学ぶことを目的とした研究会です。最初の活動として近日中に「漢方医学の紹介」をテーマに勉強会を開こうと思います。多数の参加をお待ちしています。


西洋医学と東洋医学の相補は近年の医学の中でも、大きなトピックになっています。産業医と漢方の相性も抜群です。是非一緒に勉強しましょう。


医4年　薗田将樹





井上：私もAMSAの春の交流会に参加したことがありますが、AMSAって一言で言うとどんな団体なんですかね？


熊田；一言！・・・そうねぇ、AMSAはAsian Medical Students' Associationの略称で、アジア、オセアニア、イギリスとかの医学生が集まって、学校・国の枠を超えて協力して色々と面白いことをしています。とても一言じゃ言いあらわせないなぁ。どんな面白いことしてるか興味を持った人はAMSAのHP(http://square.umin.ac.jp/amsaj/)を見てみてくださいな。


井上：AMSAの魅力ってなんですか？


熊田；国内外にいっぱい友達が出来て、単に面白いことー遊びで終るんじゃなくて、医学知識も深められるようなイベントがたくさんあるのが魅力かな。個人的にはそこに集まる「人間」じゃないかなって思います。私も色々と刺激をもらえる人に、たくさん出会えました。


井上：そういえば待子先輩はAMSAのスタッフをされてたんですよね？！何の係をされていたんですか？


熊田；お恥ずかしながら・・・Academic Officerを2年生の時に、事務局長を3年生でやらせてもらいました。そのとき一緒にスタッフしてた仲間とは今でもよく会うし、電話とかで話したりしてるよ☆


井上；今年はAMSC(Asian Medical Students' Conference)が東京でありますね！！


熊田；お。さすが、よく知ってるね～AMSCというのはAMSAのメインイベントの一つで学生が各国持ち回りで行っている会議のことです。去年は韓国であったけど、今年は7月25日（金）～8月1日（金）に東京であります。テーマは「生活習慣病とヘルスプロモーション」。日本にいながら国際交流が出来るし、しかも色んな学術的企画盛りだくさん(さらに最終日はなんと東京都庁最上階で閉会式というゴージャスさ)でかなりお勧めなイベントです。詳しくはHP(http://square.umin.ac.jp/amsaj/index2.html)へGo！！もしくは私(熊田；machiko-kmt.1020@softbank.ne.jp)まで直接聞いてもらってもOKです。


井上；私も行ってみようかな～


熊田；ぜひぜひ☆きっと一生の思い出と仲間と経験が出来るはず！！


井上；待子先輩ありがとうございました！（＾＾





こんにちは、あるいは初めまして☆偏頭痛日和の丹下です(>_<)


全国ネットの医学生団体、うち最大手２つを紹介します♪


★AMSA　　Asian Medical Student Association


アジア医学生連絡協議会の略で、アジア、オセアニアによって構成される団体。


★IFMSA　　International Federation of Medical　Studentｓ’ Association


国際医学生連盟の略で、100カ国以上の国と地域が参加し、国内でも40を超える医学部が


加盟している団体。


…これでは漠然すぎてよく分かりませんよね；；HPがあるので、よければググって下さい♪


かなり噛み砕くと、どちらも、「国際保健に興味のある医療系学生の集まり」って感じでしょうか…


私の個人的解釈ですが、両者は敵対関係ではなく、


AMSA：年２回の国際会議がメイン。イベント数が少ないが、この会議がかなり濃ゆい。


IFMSA：交換留学の他、公衆衛生や人権、HIVに関する国内活動が関東を中心に多数開催。


　　という感じですみわけがなされており、どっちも関わっている人が多い気がします。





それでは簡単に両者の今後のイベントの紹介をします♪


　AMSA：29th　AMSC in Tokyo 7/25~8/1


        AMSA最大のイベント、AMSCが今年はなんと国内で開催されます！！


　　　　　　「生活習慣病とヘルスプロモーション」をテーマに、病院見学やプレゼン、またパーティー、観光などを行い、費用は7日間3食宿泊込みで、4万ちょい（時期により参加費異なる）です。


国内だけでなく、韓国・タイ・オーストラリアから300人位の医学生が集まります☆


　　　　　　ちなみに私は初参加ですが、GMという、班長的（会議中はグループ行動です）役職です；；


IFMSA：九州新歓＠阿蘇 6/14~15


         九州中のIFMSA加盟大学の人達が集まり、活動紹介や交流会をします！


　　　　  　初心者大歓迎、堅苦しくなく、旅行のような感じです＾＾ちなみに私が幹事です★


　　　　　 日本総会＠東京 10/6~8


         IFMSA最大のイベント！！北大から鹿大まで、約300人の医療生系学生が集結します。


多くの友人ができ、刺激を受ける３日間です。ちなみに私は副運営委員長です★


　　　　　　


私の場合、入学当初はこのような団体にあまり興味がありませんでしたが、「国際保健」にあまり興味がなくても、他大学の人と出会うだけでもだいぶ視野が広がるし、面白いと思います。


もっと知りたいという方、ちょっと関わってみたいかもという方は遠慮なく、医３　丹下　智草


� HYPERLINK "mailto:framboise.sk-fr-thf.tpwld23@c.vodafone.ne.jp" ��framboise.sk-fr-thf.tpwld23@c.vodafone.ne.jp�までお問い合わせ下さい☆








5月の予定





こくほ便りに寄せて　　　　　　　　　　　　　　顧問　高橋 謙


国際保健とは何か。自分が少しでも関わってみたい国際保健のイメージとは何か。部員の皆さんはぜひ具体的に考えてみてください。野口英世のように、アフリカ等の途上国で風土病の治療や研究を行うことでしょうか。それとも大地震後の被災者を救援する活動？欧米で最先端設備を備えた病院で働くこと？日本企業の産業医/看護師として海外駐在員の巡回相談を行うこと？バイオテクノロジーの国際共同研究？WHOやILOの国際機関で働くこと？


こう考えていくと、国際保健がずいぶん幅広い分野で、職業観としても豊富なバリエーションがあるということがわかります。対比的に言えば、臨床なのか公衆衛生なのか（臨床なら、外科系か内科系か）、実務/実践なのか研究なのか（研究なら基礎かフィールドか）、民間なのか行政なのか（行政なら、日本の省庁か国際機関か）。企業なのか病院なのか。もちろんいずれの場合でも中間形や混合形だってあるでしょう。


産業医科大学に所属しているものとしては、さらに一歩進めて、国際保健が産業保健とどう関わるかも考えてほしいと思います。本学は、臨床医学から基礎医学・公衆衛生等の社会医学、看護や環境を含む保健学に至る、幅広いすそ野を持っているので、いろいろな人と意見交換ができます。物事を広く知り、深く考え、ディスカッションすることで、自分なりの価値観と夢を育ててほしいと思います。貴重な学生時代を最大限活用してください。








☆お知らせいろいろ





「全人的医療を考える会」のワークショップを産医大でやります！


「全人会」（全人的医療を考える会）は全国の医療系の学生が、興味のある医療の話題を持ち寄ってディスカッションなどする集まり。今年も8月23～26日に関東で恒例のサマーワークショップが企画されています。


その「全人会」の簡単なワークショップを6月8日産医大でします！お題は「人格障害」。


「人格障害」には、そのゆがんだ自己愛、責任能力の欠如から、周囲にとってはトラブルメーカーとの側面があります。そのため、本人や周囲の幸福を追求することは困難が伴うことが多くあります。「人格障害」は増加傾向にあることが指摘され、大きな社会問題として取り上げられるような事件の加害者にもこの「人格障害」とされる人がいます。医療を目指す私たちも、今後出会う機会があると考えられます。いっしょに「人格障害」について考えてみませんか？？もちろん予備知識がなくてもまったく問題ありません！


お問い合わせ・参加申し込みは医4年井上who-am-i0618@ezweb.ne.jpまで♪








